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東大 o理 青 木 秀 夫
1. 序
ベ リー の位相は量子力学の基本的帰結であるが,これが物理の様々な分野に現われることに最近興味が
もたれている｡この中には
a)量子ホール効果[1-3]
b)分子やクラスターの変形と電子構造[4]
C) ゲージ場の理論[5]
等が含まれる｡最近Ham[6]が,化学物理において馴染み深いヤーン･テラー効果においても,ボルン･
オッペン/､イマ-近似での波動関数の性質をベ リー の位相という観点で理解できることを示しているので,
この仕事を紹介した｡
これは,ヤーン･テラー(複数軌道 )問題における電子の波動関数少が,空間を3600回転 させても元
に戻らず
少(27C)ニーや(0)
のように符号が変わるという,LongueトHiggins[7]の時代から知られていた性質を,原子核の座標を断
熱パラメータとしたときの電子波動関数のベリーの位相と見なせる,ということである｡フォノンの波動
関数¢も符号が変わるので,全波動関数や¢は勿論一価関数 となる｡
2.ヤーン･テラー効果
結晶中の錯体 (例えばMgO中のCu)の電子と原子核に対する全ハミルトニアン
〟 -〟el+〟n+〟eトntotal~
の中の電子と核との相互作用は,核の平衡の回りの基準振動座標Qを用いて
Luel-n-Vcf'Pvfl'Q,ド
のように展開される〇ここでVcfは結晶場ポテンシャル,Ilは錯体の対称群の既約表札 Luel+Vcfで決
まる電子状態が縮退している(ヤーン･テラー ･イオン)の場合,この展開は,上式右辺のようにQの-
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